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お疲れさまです

・7月1日から7月7日まで全国安全週間となります。全国安全週間は、労働災害

防止活動の推進を図り、安全に対する意識と職場の安全活動のより一層の向上

に取り組む週間です。スローガンして「新たな時代に PDCA みんなで築こう　セロ

災職場」となっております。安全週間の期間に「安全確保」の重要性を改めて確認

すると共に、経営サイドの本店・支店幹部の特別パトロールを実施致します。

・6月26、27日大和町立学校空調の完成検査で宮床小学校の玄関に添付写

真の

掲示が有りました、先生、生徒さん全員が待ち望んだ空調が入り

日比谷及び工事関係者への感謝の言葉が張られていました、

短期工程の中ＥＳ部の頑張りがあり完成しました、お疲れ様でした。

安全品質管理部長　島貫克則
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2019年度 5月における長時間労働の実態は次のとおりです【管理職含】

バイバイ(^^)/　おかべ

70時間超～

100時間以下

３ケ月連続

70ｈ超

<熱中症予防のために>

「熱中症」は、高温多湿な環境に長くいることで、徐々に体内の水分や塩分のバランスが崩れ、体温

調整機能がうまく働かなくなり、体内に熱がこもった状態を指します。屋外だけでなく室内で何もして

いないときでも発症し、救急搬送されたり、場合によっては死亡することもあります。熱中症について正

予防策として ■暑さを避ける ■こまめな水分補給
熱中症が疑われる人がいたら⇒涼しい場所へ移し、衣類を緩め体を冷やし、
水分・塩分を補給する。
気分が悪くなり状況が変わらない、意識がない場合は救急車を呼んでください。

逆勾配にならないこと

保温の潰れがないこと

100㎜以上

確保する

バンド締付部が上向きのこと

支持位置はホースに振幅に

余裕がある位置とすること

◎ホース接続終了後はドレン

アップ通水確認を実施し

必ず継手部を保温すること

◎ＮＦ監理現場はホース支持

位置は機器吊り棒とする

◎継手部の糊付けとホース

バンドの併用は行わないこと

7月5日（金）安全教育の日
熱中症予防に関する教育の実施。「不安全行動」「ヒヤリハット」

に関する検討会の実施。緊急時訓練の実施。

7月6日（土）反省の日
安全週間を通しての反省、今後の安全管理の在り方・取り組み

方について討議・検討。

7月7日（日）休養の日
身の回りの整理・整頓。ゆっくりと休養。

7月1日（月）安全の日（国民安全の日）
安全について、家族皆で話し合う。
7月2日（火）趣旨徹底の日
安全週間の意義と重要性の強調並びに行事予定の説明。

安全に関するポスター等の掲示。

7月3日（水）総点検の日
保安帽・墜落制止用器具・手袋等の保護具の点検と装着確認。

工事用機械・工具・足場等の作業設備・作業環境の点検・整
備。
7月4日（木）パトロールの日

足場等の墜落、落下防止対策の確認。持込機械等使用届の

厚生労働省、中央労働災害防止協
会など各団体等では平成29年から
「STOP！熱中症 クールワークキャンペー
ン」を展開しています。しかし、昨年の職
場における熱中症発生状況（速報値）
を見ると、死亡者数、休業4日以上の死
傷者数ともに前年の確報値の2倍以上と

【2019年 全国安全週間】


